
山地憲治 １００５３１ 1

エネルギー政策研究の経験から

山地憲治、１００５３１

for I2TA（先進技術の社会影響評価手法の開発と社会への定着プロジェクト）

ヒアリング



研究手法とテーマ

世界エネルギーモデル
DNE21とその発展形

世界土地利用-エネル
ギーモデルGLUE→物質
エネルギー統合モデル

種々の需要家エネル
ギーモデル

電力市場モデル（マルチ
エージェントモデル）

AGS（東京大学ほか）

IPCC

世界エネルギー会議（１９９５）、
世界ガス会議（２００３）

総合資源エネルギー調査会
(新エネ法改正、RPS法、新・
国家エネルギー戦略)・・・

ICSU（IAC)、日本学術会議

グローバルエネルギーシ
ナリオ、地球温暖化対策

バイオマス供給力評価

新エネルギー導入政策

省エネルギー技術評価
（コージェネ、HP・・・)

Tokyo Half Project

＜手法＞ ＜テーマ＞ ＜出口＞

核燃料サイクルモデル
FCOMとその発展形

電源構成最適化モデ
ル＋送配電系統モデル

再処理vs使用済燃料
貯蔵

分散電源評価

原子力委員会
(原子力政策大綱)

中央環境審議会
(CO2原単位問題)

産業構造審議会・地球環境部会
（CO2回収・貯留技術開発計画）

総合科学技術会議
(エネルギー分野、
温暖化対策分野)

バイオマスニッポン総合戦略
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From Study to Policy: some cases
Outline of Research History
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1980 1990 2000 2010

Nuclear Fuel Cycle:

DSM :

Climate Change:

Bioenergy:

Integration of Automobile and Power System:

Distributed Energy:

SD Models FCOM (optimization models)

Books for Public, Participation in Governmental Decisions

Process Models

DNE21 Model

IPCC

GLUE Model

Japan Biomass Strategy

RPS

Smart Grid

Generation Mix Model



研究から政策まで －バイオマスエネルギーのケース－

バイオエネルギーに関する論文・著書 研究の契機：物質フローを取り込んだエネルギーモデルの拡張

群馬県宮城村(現前橋市）における自然エネルギー導入検討
（人口8000人、豚60000頭、牛10000頭）→バイオガス利用

総合資源エネルギー調査会・新エネルギー部会
（1999－2001年）

「バイオエネルギー」出版（2000年）

新エネルギー法改正（2002年）

バイオマスニッポン総合戦略（2002年）

新エネルギー導入目標改訂
（2001年、2005年）

日本エネルギー学会バイオマス部会

燃料政策小委員会(バイオ燃料) 日伯バイオエタノール委員会

GLUEモデル開発、バイオマスバランス表の考案

地域新エネルギービジョン

バイオマスタウン構想

NEDOグラント(バイオエタノール)、etc.総合科学技術会議(バイオマス連携施策)

バイオマスアジアフォーラム

その後の展開：

JSTバイオマス基盤技術
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1994 1 1

1995

1996 2 2 2

1997 2 3

1998 3 2

1999 3 1 1

2000 1 4 1 1

2001 1 3 1

2002 2 2 3

2003 1 4

2004 1

2005

2006 1 1


